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水
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即
席
麺
工
場
、ツ
ル
ハ
物
流
セ
ン
タ
ー
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ガ
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Ｎ
Ｇ
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な
ど

新
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地
域
に
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メ
く
ん
蒸
倉
庫

中
国
へ
の
精
米
輸
出
拡
大
め
ざ
す
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東洋水産即席麺工場イメージ図

あらた、ツルハ新物流センター

□
東
洋
水
産

即
席
麺
工
場

新
港
地
域
に
移
転
新
設

東
洋
水
産
㈱
は
、
札
幌
市
西
区

宮
の
沢
に
あ
る
札
幌
工
場
を
石
狩

湾
新
港
地
域
（
小
樽
市
銭
函
五
）

の
同
社
敷
地
内
に
移
転
し
、
こ
の

６
月
か
ら
建
設
着
工
し
て
来
春
稼

動
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

新
工
場
は
鉄
骨
造
３
階
建
て
、

延
べ
２
万
３
千
平
方
㍍
で
、
総
投

資
額
は
60
億
円
。
看
板
商
品
「
赤

い
き
つ
ね
」、「
や
き
そ
ば
弁
当
」

な
ど
の
即
席
麺
製
造
４
ラ
イ
ン
を

設
け
、
北
海
道
内
に
供
給
し
ま
す
。

石
狩
湾
新
港
地
域
に
は
１
９
９

１
年
以
降
、
計
９
万
５
千
平
方
㍍

の
用
地
を
取
得
。
94
年
に
は
「
石

狩
第
１
冷
蔵
庫
」
を
建
設
し
て
そ

の
後
、
三
つ
の
冷
蔵
倉
庫
を
稼
動

（
計
５
万
７
千
㌧
の
庫
腹
）
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
か
ら

は
子
会
社
「
石
狩
東
洋
㈱
」
が
生

麺
や
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
生
産

し
て
い
ま
す
。

こ
の
移
転
に
よ
り
、
生
麺
・
即

席
麺
製
品
の
大
規
模
生
産
拠
点

と
、
冷
蔵
部
門
・
営
業
部
門
を
集

約
化
し
て
、
安
定
し
た
供
給
体
制

こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
顧
客
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
き
め
細
か
い
販
売

活
動
の
展
開
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

□
新
物
流
セ
ン
タ
ー

あ
ら
た
「
道
央
支
店
石
狩
セ
ン

タ
ー
」

ツ
ル
ハ「
北
海
道
物
流
セ
ン
タ
ー
」

全
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点

日
用
雑
貨
卸
大
手
の
「
㈱
あ
ら

た
」（
千
葉
県
船
橋
市
）は
、
国
道

２
３
１
号
沿
い
の
新
港
南
三
の
約

３
万
２
９
０
０
平
方
㍍
の
敷
地

に
、
自
動
立
体
倉
庫
を
併
設
し
た

物
流
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
て
、
こ

(72)4055

協賛／石狩湾新港企業団地連絡協議会

石
狩
湾
新
港
地
域
で
大
型
施
設
・
工
場
の
新
増
設
が
相
次
ぎ
、
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。
ツ
ル
ハ
・

あ
ら
た
の
新
物
流
セ
ン
タ
ー
、
東
洋
水
産
の
即
席
麺
工
場
、
さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
石
狩
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
、
北
ガ
ス
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
な
ど
、
建
設
・
着
工
が
続
い
て
い
ま
す
。

の
８
月
に
稼
動
の
予
定
で
す
。

３
層
の
鉄
筋
造
り
延
べ
床
面
積

４
万
７
０
０
平
方
㍍
で
、
投
資
額

は
40
億
円
。
道
内
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
へ
の
化
粧
品
や
家
庭
用
品
の
配

送
を
行
い
ま
す
。
あ
ら
た
と
し
て

は
、
道
内
で
は
札
幌
市
白
石
区
、

石
狩
市
新
港
西
一
の
２
ヵ
所
で
物

流
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
新
港
セ
ン
タ
ー
は
新
セ
ン

タ
ー
に
集
約
移
転
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

ま
た
同
社
は
今
回
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
を
チ
ェ
ー
ン
展
開
す
る
㈱

ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
札

幌
）の
業
務
を
全
面
受
託
し
、「
ツ

ル
ハ
北
海
道
物
流
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
北
海
道
内
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
約
３
０
０
店
を
、
カ
バ
ー
す
る

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
な
拠

点
業
務
を
運
営
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

石
狩
湾
新
港
地
域
は
、
周
辺
都

市
と
の
ア
ク
セ
ス
網
の
充
実
と
相

俟
っ
て
、
物
流
企
業
の
集
約
・
拠

点
化
が
一
段
と
進
ん
で
い
ま
す
。

□
北
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
建
設

来
年
12
月
稼
動
に
向
け
着
々

２
０
１
２
年
12
月
の
運
転
を
目

指
し
て
、
北
海
道
ガ
ス
・
液
化
天

然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
基
地
の
建
設

工
事
が
、
石
狩
湾
新
港
中
央
埠
頭

地
区
で
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
貯
蔵
す
る
特
殊
金
属

タ
ン
ク
は
二
重
構
造
で
外
径
は
86

㍍
、
高
さ
は
54
㍍
で
13
階
建
て
の

ビ
ル
の
高
さ
に
相
当
す
る
も
の
。

タ
ン
ク
の
容
量
は
18
万
㌔
㍑
。
地

上
式
で
は
国
内
最
大
級
の
大
き
さ

で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直

し
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

天
然
ガ
ス
は
メ
タ
ン
を
主
成
分
と

す
る
可
燃
性
ガ
ス
で
、
石
炭
や
石

油
に
比
べ
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
量
が
少

な
く
、
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る

硫
黄
酸
化
物
も
少
な
い
の
が
特
長

で
す
。

北
海
道
の
新
た
な
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
着
実
に

進
行
し
て
い
ま
す
。

日
本
産
の
コ
メ
は
、
自
国
中
国

産
な
ど
と
比
べ
て
価
格
が
高
い
も

の
の
、
安
全
安
心
で
高
品
質
な
こ

と
か
ら
、
富
裕
層
な
ど
へ
の
消
費

拡
大
に
よ
る
中
国
へ
の
コ
メ
輸
出

の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
へ
の
コ

メ
の
輸
出
は
、
指
定
精
米
工
場
に

お
け
る
精
米
と
登
録
く
ん
蒸
倉
庫

に
お
け
る
く
ん
蒸
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
国
内

で
は
こ
の
条
件
を
満
た
し
た
精
米

工
場
と
倉
庫
が
神
奈
川
県
に
一
ヵ

所
ず
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。中

国
へ
の
コ
メ
輸
出
の
拡
大
を

五
）の
倉
庫
５
棟
の
う
ち
１
棟（
１

千
平
方
㍍
）
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
中
国
に
輸
出
さ
れ
て
い

る
コ
メ
の
大
部
分
は
新
潟
県
の

〞
コ
シ
ヒ
カ
リ
〝
で
す
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
北
海
道
産
精
米
の
中
国
へ

の
輸
出
拡
大
へ
の
条
件
が
整
っ
た

こ
と
と
な
り
、
関
係
者
か
ら
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
長
期
的
に〞
輸
出
〝、〞
観
光
〝

な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
需
要
を
取
り

込
ん
で
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
経
済
の
発
展
に
は
必
須
で

あ
り
、
こ
の
た
め
の
着
実
な
一
歩

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

図
る
観
点
か
ら
農
林

水
産
省
は
、
く
ん
蒸
倉

庫
の
登
録
に
必
要
な

３
か
月
間
の
調
査
を
、

全
国
８
か
所
で
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
類

の
発
生
が
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
植
物

防
疫
所
に
お
い
て
中

国
向
け
精
米
の
く
ん

蒸
倉
庫
と
し
て
、
こ
の

８
ヵ
所
を
登
録
し
ま

し
た
。

北
海
道
で
は
唯
一
、

石
狩
湾
新
港
地
域
内

の
小
樽
倉
庫
事
業
協

同
組
合
（
小
樽
市
銭
函

農
水
省

登
録

石 狩 開 発 株 式 会 社

ISHIKARI DEVELOPMENT CO.LTD

編集発行／営業企画部
北海道石狩市新港西1-721-11

TEL 0133(72)2200 FAX0133

SAPPORT NEWS 1 SAPPORTとはサッポロとポートの合成語です。 第65号 2011年７月

を
整
え
て
効

率
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Ｎ
Ｇ
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震
災
後
〞
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー

で
納
豆
が
消
え
た
〝
と
の
噂
が
流

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
日
本
大
震

災
で
、
包
装
パ
ッ
ク
の
フ
ィ
ル
ム

メ
ー
カ
ー
が
被
災
し
て
供
給
が

滞
っ
た
た
め
、
首
都
圏
で
納
豆
が

不
足
気
味
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

新
港
南
二
丁
目
の
㈲
光
豊
（
齋

藤
憲
利
社
長
）
は
、
東
日
本
大
震

災
後
は
茨
城
な
ど
を
中
心
に
、
納

豆
メ
ー
カ
ー
を
支
援
。
機
械
装
置

の
調
整
や
試
運
転
な
ど
、
被
災
し

た
顧
客
の
復
旧
支
援
に
奔
走
し
ま

し
た
。

同
社
は
、
食
品
工
場
で
の
省
力

化
機
械
の
設
計
製
作
と
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
納
豆
や
豆
腐

が
、
二
つ
も
し
く
は
三
つ
の
パ
ッ

ク
で
商
品
名
を
印
刷
し
た
薄
い

フ
ィ
ル
ム
に
巻
か
れ
た
状
態
で
売

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
フ
ィ
ル

ム
を
巻
く
「
帯
掛
け
包
装
機
」
や

パ
ッ
ク
を
包
装
機
に
供
給
す
る

の
高
速
化
に
挑
戦
し
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

▼
㈲
光
豊
▼
新
港
南
２
丁
目
３
７

２
２
の
15
▼
０
１
３
３
（
６
４
）

１
１
１
０
▼http://w

w
w
.

koho-inc.co.jp

蓄
積
し
て
き
た
機
械
加
工
技
術

を
石
狩
に
集
約

昭
和
25
年
に
小
樽
で
松
本
工
業

所
と
し
て
創
業
し
て
以
来
、
機
械

部
品
加
工
の
技
術
な
ど
を
蓄
積
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
設

計
・
組
立
を
行
う
本
社
を
札
幌
市

内
に
移
転
し
、
平
成
20
年
に
は
部

品
製
造
を
担
う
マ
シ
ン
セ
ン
タ
ー

を
石
狩
湾
新
港
地
域
（
石
狩
市
新

港
西
二
）
に
１
万
平
方
㍍
の
用
地

を
取
得
し
移
転
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
集
約
化
を
図
っ
て
生
産
効

率
を
高
め
る
た
め
、
札
幌
市
内
か

ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
延
べ
面
積
１
、
１
０
０
平
成
㍍
）

を
同
じ
敷
地
内
に
移
転
増
築
し
、

こ
の
７
月
か
ら
稼
動
さ
せ
ま
す
。

主
力
製
品
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
自
動
省
力
化
装
置
。
複
雑
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
械
を
考
案
し
部

品
か
ら
製
造
、
組
立
ま
で
を
行
う
、

北
海
道
で
は
数
少
な
い
自
社
一
貫

生
産
体
制
の
企
業
で
す
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
㈱
、
㈱

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
な
ど
の
自
動
車
関

連
メ
ー
カ
ー
や
、
電
気
・
電
子
、

住
宅
設
備
な
ど
、
様
々
な
業
種
に

顧
客
を
持
ち
、
北
海
道
内
は
も
と

よ
り
関
東
、
関
西
、
ま
た
近
年
は

米
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
海

外
か
ら
の
注
文
に
も
応
え
て
い
ま

す
。各

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
様
々

な
省
力
化
装
置
や
試
験
機
、
計
測

機
器
、
ロ
ボ
ッ
ト
組
込
み
装
置
を

考
案
設
計
し
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

や
品
質
に
対
し
て
、
各
界
か
ら
高

客

ト
は
札
幌
商
工
会
議
所
な
ど
が
実

施
す
る
「
２
０
０
４
北
海
道
Ｉ
Ｔ

活
用
撰
集
」
で
「
北
海
道
Ｉ
Ｔ
活

用
特
別
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

こ
の
業
務
体
制
な
ど
に
伴
っ
て

同
社
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
低
コ
ス
ト

で
で
き
る
こ
と
。
設
計
か
ら
加
工

組
立
制
御
ま
で
一
貫
し
て
自
社
で

行
う
こ
と
で
、
他
社
に
依
頼
す
べ

き
工
程
が
削
減
で
き
、
お
客
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

「
お
客
様
の
要
求
仕
様
に
も
と

づ
き
、
省
力
・
自
動
化
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
装
置
や
生
産
ラ
イ
ン
設
備

の
構
想
か
ら
設
計
・
部
品
製
作
・

組
立
・
据
付
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
一
貫
し
て
自
社
ス
タ
ッ

フ
で
対
応
で
き
る
点
が
同
社
の
特

徴
。
設
備
や
部
品
加
工
に
お
悩
み

で
し
た
ら
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
」
と
語
る
松
本
社
長
。

少
数
精
鋭
の
頭
脳
集
団

精
密
機
械
、
電
気
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
分
野
な
ど
専
門
知
識
と
と
も
に

機
械
装
置
製
作
に
関
す
る
幅
広
い

視
野
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。
若
き

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
集
団
は
、
和

気
あ
い
あ
い
の
中
で
試
行
錯
誤
、

創
意
工
夫
を
繰
り
返
し
、
新
た
な

可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
こ
れ

ま
で
に
自
信
を
持
っ
て
２
、
３
０

０
台
以
上
の
装
置
を
世
に
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。

完
成
に
至
る
ま
で
は
容
易
で
は

な
く
、
成
し
遂
げ
た
時
の
達
成
感

こ
そ
が
仕
事
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
昨
年
、
北
海
道
出

は

身
の
技
術
者
２
名
が
「
も
の
づ
く

り
日
本
大
賞；

製
造
・
生
産
プ
ロ

セ
ス
部
門
」
に
お
い
て
優
秀
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

産
学
官
連
携
の
研
究
事
業
へ
の

参
画同

社
は
産
学
官
が
連
携
す
る
研

究
開
発
事
業
に
も
積
極
的
に
参
画

し
て
い
ま
す
。
当
初
、
北
海
道
立

工
業
試
験
場
な
ど
と
組
ん
で
開
発

し
た
「
か
ぼ
ち
ゃ
カ
ッ
ト
機
」
は
、

冷
凍
食
品
向
け
に
一
口
サ
イ
ズ
に

カ
ッ
ト
す
る
装
置
。
皮
が
固
い
か

ぼ
ち
ゃ
を
手
作
業
で
切
断
す
る
に

は
手
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

裁
断
装
置
は
半
分
に
切
っ
た
か
ぼ

ち
ゃ
の
中
心
の
不
要
部
分
を
、
自

動
的
に
く
り
ぬ
き
16
個
に
カ
ッ
ト

で
き
る
も
の
。
試
作
の
繰
り
返
し

に
４
年
を
費
や
し
、
こ
の
程
一
台

目
を
販
売
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な

営
業
展
開
を
行
う
計
画
で
す
。

ま
た
、
北
海
道
大
学
な
ど
と
連

携
し
た
「
細
胞
培
養
デ
バ
イ
ス
用

微
細
孔
径
ハ
ニ
カ
ム
膜
の
単
一
工

程
製
造
技
術
の
開
発
」
事
業
は
、

道
経
済
産
業
局
の
地
域
新
生
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
開
発
事
業
（
平

成
16
年
度
）
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
渡
っ
て
培
わ
れ
た
精
密
な

技
術
は
医
療
分
野
で
も
発
揮
さ
れ

て
い
ま
す
。

松
本
社
長
は
「
北
海
道
に
は
農

業
・
食
品
関
連
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
、
機
械
が
必
要
と
さ
れ

る
様
々
な
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
新
港
地
域
へ
の

集
約
の
利
点
は
、
お
客
さ
ま
に
一

貫
生
産
の
モ
ノ
づ
く
り
現
場
を
実

際
に
見
て
も
ら
え
る
点
や
、
若
い

技
術
者
同
士
が
よ
り
一
層
の
意
思

疎
通
を
図
れ
る
こ
と
で
す
。
今
後

も
本
物
で
確
か
な
も
の
づ
く
り
を

通
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
役
に
立
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
全

国
に
及
び
ま

震
災
、被
災
顧
客
の
支
援
に
奔
走

▶
１
０
０
包
帯
掛
け
包
装
機
及
び
段
積
み
乗

移
り
装
置

「
段
積
乗
移
り
装
置
」を
製
作
。

納
豆
・
豆
腐
の
帯
掛
け
包
装
機

で
は
、
国
内
の
30
か
ら
40
％
程

度
の
シ
ェ
ア
を
占
め
、
顧

す
。

齋
藤
社
長
は
「
被
災
し
た
顧

客
の
と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り
着

く
の
が
大
変
で
し
た
が
、
喜
ば

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
迅
速

な
対
応
で
信
用
第
一
に
努
め
、

永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
機
械

抗菌消臭剤

自動車・工業用ゴム製品

及び医療機器の製造メー

カーの「徳重」が、新たに開

発した新商品です。院内感

染対策用に開発された３つ

の金属イオンによる複合金

属触媒で抗菌、消臭、防カビ

を実現

チタン・銀・亜鉛の３つの

要素が新開発のハイブリッ

ト技術で結びつき、光が無くても光触媒効果を発揮。ニオイは無臭、か

らだにやさしく、浮遊菌や悪臭分子を根本から分解いたします。特にイ

オン効果によりニオイの吸着やカビの繁殖防止には効果絶大です

クルマの中やご家庭、店舗・工場などあらゆる場所で効果を発揮しま

す。

■株式会社 徳重（とくえ）

・本 社／愛知県知立市西町本田66番地１

・札幌支店・石狩工場／

〒061-3241 石狩市新港西３丁目764-3

お問合せ TEL(0133)68-6677

URL http://www.sisuner.co.jp

希望小売価格

・300mlボトル 2,400円

・250ml詰め替え用 2,000円

・50ml携帯用 700円

SAPPORT NEWS第65号 2

シ
ン
セ
メ
ッ
ク

株
式
会
社

代表取締役社長

松本英二氏

北
海
道
か
ら

「
世
界
に
一
台
だ
け
」の
機
械
を
!

確
か
な〞
も
の
づ
く
り
〝め
ざ
し
て

シンセメック株式会社

本社／札幌市西区八軒10条西12丁目1-30

TEL.011-623-1015

マシンセンター・エンジニアリングセンター

／石狩市新港西２丁目788-7

代表者／松本英二氏（代表取締役）

社員数／37名

資本金／3000万円

WEB／http://www.synthemec.co.jp

▶
か
ぼ
ち
ゃ
カ
ッ
ト
機

い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。

自
社
で
の
一
貫

生
産
体
制

同
社
で
は
、
生
産

管
理
に
か
か
わ
る

独

自

の

コ

ン

ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト

を
開
発
・
構
築
。
こ

れ
は
、
設
計
、
組
立

て
な
ど
に
要
す
る

時
間
や
購
入
品
な

ど
の
経
費
を
総
合

的
に
管
理
し
て
、
工

程
と
原
価
な
ど
を

把
握
し
、
最
適
な
業

務
体
制
を
築
く
も

の
で
す
。
こ
の
ソ
フ


